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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文では、1902 年１月、厳寒のなかで突発した、八甲田山雪中行軍遭難事件を中心テーマとし、この遭難事件
による死者が「殉国の勇士」として慰霊され顕彰されて、記述され、伝承され、さらにモニュメントとして表象され
て、「殉国の勇士」としての記憶が編成されていった歴史的過程を分析するとともに、歴史民俗学的な視点から、事
件発生から現在までに及ぶ、この事件がたどった経過を時代相についても記述していく民俗誌を作成することを中心
的課題とし、すぐれて意欲的な論文となっている。 
 まず第１に、この遭難事件に関する陸軍の報告書や新聞報道などの資料を対照させて用いて、事件の全貌をクリテ
ィカルな視点から分析した点をひとつの大きな成果としてあげることができる。特に陸軍の報告書に見られる、指揮
官の責任を問わずに、遭難の原因を「天災」とし、また将兵が軍紀を守ったとする記述は、遭難事件を公的に伝え、
記憶する原型になったことが論じられている。その一方で、遭難死者を出した地域では、遭難死の恐怖から、徴兵忌
避が起こっており、動揺した民心の動向が明らかにされている。 
 第２に、本論文では、遭難事件を扱ったジオラマや幻灯、演劇、生人形、映画といった娯楽・見世物、写真、美談
という形態の物語、モニュメント、博物館など、遭難事件を伝達し、感情を喚起し、記憶させ、一定の言説へと誘導
し固定化させる、メディアを積極的に取り上げて、メディアや言説の政治性を分析し明らかにした点は評価に値する。 
 第３に、本論文では防衛省防衛研究所図書館や国立国会図書館の貴重な資料ばかりでなく、フィールドワークによ
る聞き書きによって、公的な資料には現われない遺族や地域社会の民心の動向、また美談の主人公や銅像のモデルと
なった遭難からの生還者のその後が探られ、さらに雪中行軍が自衛隊で再演され、八甲田山の観光資源となっている
ことを明らかにして、この事件の「殉国の勇士」の物語が現在の問題として提示されている点は、民俗学の新たな領
域を切り開く、すぐれた論文として大いに評価できる。 
 本論文では、遭難事件に関して、多角的な資料や視野から分析されているが、「殉国の勇士」としての語りや伝承、
記憶においては、他の「殉国の勇士」、特に靖国神社に祀られたそれと比較して、相互の相違を検討し、遭難死者を
「殉国の勇士」総体のなかに位置づけて考察することが求められる。遭難死者の幽霊譚は新聞報道や銅像、映画など
のメディアを通じて、事件発生から現代にも及び、ここにこそ遭難事件の民俗誌を記述するうえで重要な課題が残さ
れているともいえる。だが、こうした残された課題はもとより本論文の意義を損なうものではなく、今後の研究を深
化させていく課題と考えられるべきものである。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認
定する。 
